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はじめに
キンチャクガニ Lybia tessellata (Latreille in Milbert, 

1812)は甲背面に赤色域と淡色域からなる石垣模
様，赤褐色の胸脚には黒褐色の縞模様が特徴的な
オウギガニ科の小さなカニであり（酒井，1976；
武田，1982；峰水，2000），日本国内においては
伊豆諸島，小笠原諸島，和歌山県，およびトカラ
列島以南の琉球列島から記録されている（酒井，
1976；武田，1982；奥谷，1994；平林，2015; 

Sasaki, 2019）．本種は鉗脚でイソギンチャクを挟ん
で保持する生態が知られており，鉗脚の咬合部は
小歯がカエシ状に並ぶことでイソギンチャクを握
ることに特化した形態となっているが，鉗脚を犠
牲にしてイソギンチャクを保持する理由について
は十分に明らかとなっていない（柳・岩尾，2012）．

2024年 1月 13日に九州南部の鹿児島県薩摩半
島南岸から 4個体のキンチャクガニが採集され
た．また，2022–2023年に屋久島と平島の沿岸に
おける本種の生息が水中写真から確認された．薩
摩半島産の個体は，キンチャクガニの九州沿岸か
らの初記録と考えられたためここに報告すると共
に，文献ベースでの知見に乏しい本種の鹿児島県
における出現状況を補完する目的で，各水中写真
についても紹介する．

材料と方法
得られた標本は 70%エタノールで固定した．

この際，固定前に海水中で生鮮時の色彩を撮影し

た．本研究に用いた観察標本およびカラー写真は
鹿 児 島 大 学 総 合 研 究 博 物 館（KAUM: The 

Kagoshima University Museum）に保管されている．

結　果
オウギガニ科 Xanthidae MacLeay, 1838

キンチャクガニ属 Lybia H. Milne Edwards, 1834

キンチャクガニLybia tessellata (Latreille in Milbert, 

1812)

(Figs. 1, 2B)

検討標本　4個体（甲幅 7.6–8.3 mm）．全て鹿
児島県南九州市番所鼻自然公園地先で採集：
KAUM-AT. 3309，甲幅 7.9 mm，KAUM-AT. 3310，
甲 長 7.9 mm，KAUM-AT. 3311， 甲 長 7.6 mm，
KAUM-AT. 3312，甲長 8.3 mm，水深 0 m，2024

年 1月 13日，是枝伶旺．
同定　検討標本は甲が概ね六角形である，額

域が幅広い 2葉からなる，前側縁は短く，その後
端部に 1葉がある，甲背面には黒色で縁取られた
赤と淡褐色の石垣状模様をもつ，および歩脚が細
長く，長毛を疎らにもち，各節に数本の細い黒色
帯をもつことが酒井（1976）の示したキンチャク
ガニの形態的特徴に一致し，本種に同定された．
分布　キンチャクガニはインド・西太平洋に

分布し（酒井，1976；加藤・奥野，1994；川本・
奥野，2003; Mendoza and Ng, 2011），日本におい
ては少なくとも伊豆諸島（峰水，2000）［伊豆大

薩摩半島から得られた九州沿岸初記録のキンチャクガニ
（十脚目：短尾下目：オウギガニ科）

是枝伶旺 1・佐藤智水 2
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島（ 鈴 木・ 倉 田，1967； 酒 井，1976； 武 田，
1982；三宅，1983；伊藤，2001；加藤・奥野，
2001），八丈島（Takeda et al., 1976；加藤・奥野，
2001）］，小笠原諸島（酒井，1976；三宅，1983）［兄
島（柳・岩尾，2012; Takeda and Komatsu, 2023），
姉島沖（Takeda and Komatsu, 2023），父島（Takeda 

and Komatsu, 2023），媒島（東京都小笠原支庁，
2017），嫁島（東京都小笠原支庁，2017）］，和歌
山県錆浦（平林，2015），鹿児島県本土（本研究），
屋久島（本研究），およびトカラ列島以南の南西
諸島（Sasaki, 2019）から記録があり，少なくと
も口之島（Sasaki, 2019），宝島（Sasaki, 2019），
平島（本研究），奄美群島（酒井，1967；三宅，
1983）［奄美大島（武田，1982; Sasaki, 2019），加
計呂麻島（奥谷，1994; Sasaki, 2019），与論島（酒
井，1967；酒井，1976; Sasaki, 2019）］，沖縄諸島［久
米島（川本・奥野，2003; Sasaki, 2019），阿嘉島
（Nomura et al., 1996; 柳・ 岩 尾，2012; Sasaki, 

2019）， 座 間 味 島（Nomura et al., 1996; Sasaki, 

2019），粟国島（久保田ほか，2000）］，宮古諸島［宮

古島（横田・津山，1995），下地島（藤田，
2018）］，八重山諸島（三宅，1983）［黒島（三宅，
1983；伊藤，2009），石垣島（酒井，1976），竹富
島（酒井，1976）］を含む琉球列島（奥谷，
1994；峰水，2000）から記録されている．酒井（1967）
は本種が「沖縄」に普通に分布しているとしている．
採集時の状況　検討標本は薩摩半島南岸に位

置する南九州市番所鼻自然公園地先に広がる岩礁
性海岸の潮間帯下部において，岩盤沿いに直径 5 

cmほどから掌大のサンゴ礫が 3–4層ほど堆積し
た場所の，サンゴ片の下層に形成された空隙から
採集された（Fig. 2A, B）．採集時は夜間の大潮に
あたり，キンチャクガニは完全に干出したサンゴ
片の空隙から採集されたが，同所は 1年を通して
も通常干出することの少ない環境である．サンゴ
片を徒手で除去すると計 4個体が観察された．い
ずれも動きは緩慢であったが，第 1著者が採集を
試みると歩脚を用いてサンゴ片にしがみ付き，イ
ソギンチャク類を持った鉗脚を指に押し当てて抵
抗した．
屋久島においては一湊地先の水深 10 ｍ付近で

2022年 3月 20日（Fig. 2C），平島においては同
島南部地先の水深 10 ｍ付近で 2023年 8月 26日
に（Fig. 2D），その特徴的な色彩から本種に同定
される個体が第 2著者により撮影された．
備考　キンチャクガニの記録は上述の通りで

あり，本研究における文献調査では和歌山県とト
カラ列島の中間海域における本種の出現を保証す
る確かな報告は発見できなかった．Sasaki (2019)

はキンチャクガニに関する文献を広く扱い，本種
の国内における分布にトカラ列島の口之島と宝島
における記録を含めた．口之島における記録は千
葉県立中央博物館の資料データベースからの引用
と考えられ（シノニムリスト中における “Chiba 

Prefectural Museum, 2012”），同館には 1998 年 5

月にトカラ列島口之島港で採集された CMNH-ZC 

0005562がキンチャクガニ Libia tesselataとして
登録されていることがデータベース上から確認さ
れた（2025年 3月 6日時点）．宝島における記録
は国立科学博物館の資料データベースからの引用
と考えられ（シノニムリスト中における “National 

Fig. 1. Fresh specimens of Lybia tessellata (A: KAUM-AT. 3310, 
7.9 mm CL; B: KAUM-AT. 3311, 7.6 mm CL) from Satsuma 
Peninsula, Kyushu, Japan.
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Museum of Nature and Science, Tokyo, 2008”）， 同
館には 1998年 5月に宝島で採集された NSMT-Cr 

12441（雄 2 個体）がキンチャクガニ Libia 

tesselataとして登録されていることがデータベー
ス上から確認された（2025年 3月 6日時点）．し
たがって，Sasaki (2019)が含めた口之島と宝島か
らの記録は標本データベース上のウェブ引用に基
づくと考えられる．本種はその特徴的な色彩から
誤同定の可能性は低いと考えられるが，標本に対
応する同定結果は不変ではないことから引用時の
同定状況が不明であるため，本研究では実質的に
Sasaki (2019)がこれらの地域から本種を記録した
ものとみなした．
本種の記録は分布の項に示した通りであり，本

研究で得られた薩摩半島産の個体がキンチャクガ
ニの九州沿岸からの初記録であると考えられる．
また，水中写真に基づき屋久島と平島における本
種の生息も確認された．薩摩半島産の 2個体
（KAUM-AT. 3310, 3311）は共に冬季に採集された
抱卵個体であり，九州沿岸における再生産の可能

性が示唆される．
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